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山口大学総合科学実験センター遺伝子実験施設利用細則

（趣旨）

第１条　この細則は，山口大学総合科学実験施設遺伝子実験施設規則第６条の規定に

　基づき山口大学総合科学実験センター遺伝子実験施設（以下「施設」という。）の利

　用に関し必要な事項を定める。

（利用の条件）

第２条　施設の利用は，大学等におけるDNA実験指針（以下「実験指針」という。）

　によるp3レベルまでのDNA実験及びその他の遺伝子実験に関する研究・教育を行

　う場合に限るものとする。

（利用者の資格）

第３条　施設を利用できる者は，次の各号に掲げる者とする。ただし，放射性同位元

　素を使用する場合は，山口大学放射線障害予防規則（以下「予防規則」という。）及

　び山口大学放射線（エックス線）障害予防細則（以下「予防細則」という。）に定め

　る放射線取扱者として登録された者でなければならない。

　（1）本学の教職員又は山口大学大学院連合獣医学研究科若しくは鳥取大学大学院

　連合農学研究科の担当又は指導大学教育職員

　（2）本学の学部学生，大学院学生若しくは研究生又は鳥取大学連合農学研究科の

　大学院学生

　（3）施設利用を希望し、利用申請書を提出した学外者

　（4）その他遺伝子実験施設長（以下「施設長という。）が適当であると認めた者

２　教育訓練を目的とする場合は，前項の規程にかかわらず，施設長の承認を得て施

　設を利用することができる。

（利用手続等の申請）

第４条　施設を利用しようとする者は，所定の施設利用申請書を施設長に提出し，承

　認を得なければならない。この場合，当該研究・教育に責任を持つ指導者を利用責
　任者として届け出なければならない。

２　組換えDNA実験を行う場合は，山口大学組換えDNA実験安全管理規則（以下

　「実験安全管理規則」という。）に基づく実験計画の承認に関する通知書の写しを提

　出しなければならない。

（利用の承認）

第５条　施設長は，前条の規定による申請が適当であると認めたときは，それを承認

　し，使用実験区域を規定し，利用承認書を交付するものとする。

２　前項の利用承認期間は，当該年度内とする。

（変更の届出）

第６条　前条の規定により承認を受けた者（以下「利用者」という。）は，申請書の記

　載事項に変更が生じたときは，速やかに施設長に届け出て，改めて承認を受けなけ

　ればならない。

２　前項の変更の承認については，前条の規定を準用する。

（実験室の利用）

第７条　利用者は，割り当てられた実験区域内で実験を行うものとする。

（規則の遵守）

第８条　利用者は，この細則に定めるもののほか，実験指針，安全管理規則，予防規

　則，予防細則並びに山口大学総合科学実験センター遺伝子実験施設及び山口大学総

　合科学実験センターアイソトープ実験施設の利用に関する手引きに従わなければな

　らない。

２　学外者は施設使用に際して自ら安全の確保を行い、その責を負うものとする。
３　学外者は施設の使用に際して自らの責による原因により建物及び機器並びに第三

　者に又は自らに生じさせた損害に対する賠償の責を負うものとする。

（利用承認の取り消し）

第９条　利用者が，前条に違反した場合又は施設の運営に重大な支障を生じさせた場

　合若しくはその虞れがあると認められたときは，施設長は，その利用の承認を取り

　消し，又はその者の利用を停止させることができる。

（終了又は中止による措置等）

第10条　利用者は，施設の利用を終了又は中止したときは，速やかに使用実験区域

　を原状に復するとともに，組換えDNA実験の生物に由来するすべての廃棄物及び

　他の汚染された機器を消毒し，実験指針に従って処理しなければならない。

２　利用者は，放射性同位元素による汚染の検査及び除去を予防細則に従って行わな

　ければならない。

３　利用者は，前項の措置終了後，速やかに施設長に終了又は中止の報告書を提出し

　なければならない。

（利用者との協議）

第11条　利用者は，施設長の依頼に応じて，施設の共同利用設備等維持管理，講演

　会及び講習会等の教育訓練，その他施設の運営に関して協力しなければならない。

（経費負担）

第12条　利用者は，施設の利用に係る経費の一部を負担しなければならない。

２　利用者負担金の額及び負担方法は，別に定める。

（地震等の災害時における措置）

第13条　地震，火災等の災害が起こった場合には，別に定める通報，報告，届出等

　に従い，あらかじめ指示された者が点検を行い，その結果を施設長に報告しなけれ

　ばならない。

（雑則）

第１４条　この細則に定めるもののほか，施設の利用に関し必要な事項は，施設長が

　別に定める。

附　則

　この細則は，平成16年１月14日から施行し，平成15年4月1日から適用する。

附　則

　この細則は，平成16年4月1日から施行する。

　　　附　則
　この細則は、平成19年５月１日から施行する。

